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第 I 章 シスー及びトランスーβー置換 βーニトロスチレン誘導体の合成
βー置換 βーニトロスチレン誘導体は，一般にベンズアルデヒドと一級ニトロアルカン類， R-CH2-





























2) UV 吸収スペクトル トランスーニトロスチレン系では，いずれも 304~324nm に π→ π* に基ずく
吸~Xがある。シスーニトロスチレン系では，より生豆波長側の280~297nm にシフトしている。
3) NMR スペクトル シスートランス聞で， αービニールプロトンに，ニトロ基の強い反磁性異方性
効果に基ずく差があらわれ， トランスーニトロスチレン系では，ピニールプロトンは，ニトロ基と



















かり， βーニトロスチレン誘導体のフェニル化反応は，従来いわれていた covalent な四中心付加を含む
機構ではなく， ionic な遷移状態を経る機構で進むことを明らかにした。
第V章 酢酸パラジウムを用いる β-置換 βーメチルスチレン誘導体からの βー置換 βージフェニルメチ
ルスチレン誘導体の生成反応
βーメチルスチレンは，酢酸パラジウムによるフェニル化反応により，普通のフヱニル置換物である
αーメチルスチルベンを生成するが， β位に置換基を有する βーメチル由βーニトロスチレンや， αーメチ
ルスチルベン等の β-置換 βーメチルスチレン誘導体では，ベンゼンー酢酸中で， 3 倍モルの酢酸パラ
ジウムと反応させると，普通のフェニル置換物は得られず， βーメチル基がジフェニル化された βージ
フェニルメチルスチレン誘導体が一段階で，好収率で得られた。 β-位にジフェニルメチル基を有する





αー置換カルコン誘導体の中で， αーニトロカルコン αーベンゾイルカルコン及び αーカルボエトキシ
カルコンでは，酢酸パラジウムを用いるフェニル化反応によって，普通のフェニル置換物以外に，ベ







βー置換 βーニトロスチレン誘導体は，そのニトロ基の強い電子吸引性のために α， βー不飽和カルボ








ことを見出した。また パラジウム塩を用いるオレフインの芳香族置換反応、を調べ βー置換 βーメチ
ルスチレン誘導体から β-置換 βージフェニルメチルスチレン誘導体の一段階合成法を一般化し，この
特異な反応の機構を明らかにした。この反応を更に発展させ，幾つかの αー置換カルコン誘導体はパラ
ジウム塩存在下オレブイン結合にベンゼンが付加を行う極めて特異な反応を見出している。
以上，本論文は β-置換 βーニトロスチレン類に関し，その合成，構造，反応性を明らかにし，幾つ
かの新しい型の反応を見出したものであって有機化学，有機金属化学の分野に対する貢献は大きく，
理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認める。
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